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●市の人口と世帯数（平成22年11月30日現在）・人口37，357人（男17，727人・女19，630人）・世帯数13，518世帯
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　柏小学校４年生の児童60人がイオンモール
つがる柏で自分たちが育て収穫したリンゴの
販売体験を行いました。
　児童たちは元気な声で「私たちが育てたリン
ゴです」と売り込むと、買い物客らは足を止め
て買い求めていました。

おいしいリンゴいかがですか
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長
年
の
貢
献
に
感
謝
を
こ
め
て

平
成
22
年
度 

つ
が
る
市
表
彰
式

　

地
方
自
治
の
発
展
や
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
「
平
成
22
年

度
つ
が
る
市
表
彰
式
」
が
11
月
２
日
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
功
労
賞
５
人
。
式
で
は
福
島
市
長
が
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
し
「
皆
様
の
長
き
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
市
発
展
の
た
め
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」と
式
辞
。受
賞
者
を
代
表
し
て
長
谷
川
盛
さ
ん
が「
活
動
が
認
め
ら
れ
、身
に
余
る
光
栄
。

こ
れ
か
ら
も
つ
が
る
市
の
発
展
の
た
め
、
微
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

長内　民義さん
（81歳・木造鶴泊）

相馬　國夫さん
（80歳・木造曙）

杉森鐵太郎さん
（70歳・木造柴田）

長谷川　盛さん
（77歳・豊富町）

北澤　一郎さん
（77歳・車力町）

功労賞
　公共の福祉増進に功労のあった人または市勢の進
展について功績が顕著であって、広く市民の模範と
なるべき人に贈られます。

昭和59年４月から平成22年
３月まで行政連絡員として
26年にわたって行政連絡業
務に精励し、行政運営に貢
献

昭和58年６月から平成21年
４月まで行政連絡員として
25年にわたって行政連絡業
務に精励し、行政運営に貢
献

平成２年５月から平成21年
12月まで保護司として19年
にわたり罪を犯した人の改
善更生に尽くし、地域社会
の浄化に貢献

平成２年５月から平成22年
２月まで保護司として19年
にわたり罪を犯した人の改
善更生に尽くし、地域社会
の浄化に貢献

平成３年９月から平成21年
12月まで人権擁護委員とし
て18年にわたり人権相談を
行うとともに、人権擁護と
人権思想の普及に貢献



　

11
月
３
日
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

主
催
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
in
つ
が
る
市
「
つ
が
る
市
笑
顔
ま
つ
り
２
０
１

０
」
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
落
語
家
・
林
家
花
丸
師
匠
が
「
人

生
を
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
コ
ツ
〜
笑
う
イ
エ
に
は

福
来
た
る
」
と
題
し
て
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

落
語
を
交
じ
え
て
講
演
。
花
丸
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
楽
し
い
講
話
に
会
場
は
大
き
な
笑
い
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、野
菜
ソ
ム
リ
エ
料
理
教
室
、ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
講
習
会
、
癒
し
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心

豊
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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相手に任せきりでなく自立を
●男女共同参画って何をすればいいのでしょうか？
　 　社会や家庭の一員として、日頃から相手に頼りきりにせず、自分も精神的に自立して
いくことが大切です。そうすることで、女性男性の役割と決め付けることなく、できる
ことはお互いに助け合い、認め合う生活につながると思います。

●「男らしさ」「女らしさ」ってダメ？
　 　男らしさ、女らしさは無理に無くす必要はないと思いますが、自分の中に「これをや
りたい」という秘めたものがあるなら、年齢性別にこだわらず、その可能性を伸ばせる
環境を作っていけたらいいと思います。

●今後のつがる市の男女共同参画社会に向けて抱負をお願いします。
　 　「参画」という言葉にしばられないで、女性、男性という枠組みではなく、生活者の
視点から問題解決に向け地域社会全体が助け合って住みよい暮らしができるよう、皆で
話し合い協力し合って進めていきたいと思います。

工 藤　早 苗 さん
（つがる市男女共同参画推進委員会・委員長）

三橋真奈美さんのピアノ演奏 ベビーマッサージで親子のコミュニケーション

木造高校生による「木高ロール」の販売 夫婦で力を合わせてハンバーグ作り

アロマジェルクリームで癒しのひとときを 高校生らによる絵本の読み聞かせ

青森県男女共同参画オープンカレッジinつがる市 つがる市笑顔まつり2010

• 内弟子になった日に師匠から受け取るもの…それは「師
匠の家の鍵」。その日から炊事、掃除などが始まります。
家事を通して本物の演技を身に付けるとともに、何十年
も家事に携わる女性への理解が深まりました。
• 多くの人が「古風な」イメージを抱く落語の世界。しか
し、そこは男女の区別に関係なく経験を尊重し、個性や
能力を認め合う世界で、男女共同参画の観点からは「新
しい」世界であるとも言えます。
• 男女共同参画って結局「思いやり」の文化。男らしさ、
女らしさにこだわらず「あなたらしさ」を大切に。
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まちのニュース
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　東京・原宿表参道で10月25日から11月7日まで行わ
れた東北新幹線全線開業キャンペーン「とことん青森
MAX」の中で、木造の創作太鼓演奏グループ「縄文荒
吐会」（菊地嘉明会長）が３部構成の縄文太鼓を披露しま
した。
　好天に恵まれた11月3日、明治神宮駐車場の特設ス
テージで荒吐会の会員18人が赤と黒の衣装をまとい、
縄文土偶を模した面を付け、太鼓、鉦、笛を演奏しまし
た。ステージ前には大勢の観衆が集まり、大きな拍手を
送っていました。
　初の首都圏公演を終えた菊地さんは11月8日、福島市
長へ報告に訪れました。菊地さんはビデオや写真を使っ
て当日の盛況ぶりを説明し、「最後にはステージを降り
て演奏し、お客さんと一体となって盛り上がった。つが
る市や亀ヶ岡文化をめいっぱいPRできた。これからも
市のために活動をがんばっていきたい」と充実感いっぱ
いで熱い思いを語りました。

 縄文の息吹を発信　縄文荒吐会が「とことん青森MAX」に参加

　黄金崎こよさん（森田）が10月24日、めでたく満100
歳を迎えられ、入所している特別養護老人ホーム明光園で
長寿を祝いました。こよさんは明治43年10月24日生まれ
で深浦町出身。同町の要吉さんと結婚し、漁業と農業で生
計を立て、8人の子供と孫23人、ひ孫30人、玄孫8人に恵
まれました。
　明光園を訪れた成田福祉部長が、赤い祝い着を着たこよ
さんに顕彰状と花束を贈呈し「1歳、2歳と年を重ねて長
生きしてください」とお祝いの言葉を述べました。
　こよさんは、大病を患うことがなく、長寿の秘けつは、
腹八分目で好き嫌いなく食べることだそうです。次女の加
藤みつよさんは「今まで長生きしてくれただけでありがた
い。今までどおり元気でいてほしい」と話していました。

 黄金崎こよさん100歳長寿おめでとう

　地域社会の明るいまちづくりの支援として、東北電
力株式会社五所川原営業所（佐井順一所長）と株式会
社ユアテック五所川原営業所（中沢正光所長）より街
路灯２基が市に寄贈され、11月12日、市役所で寄贈
式が行われました。両所長より目録を受け取った福島
市長は「安全で安心なまちづくりに役立たせていただ
きます」とお礼を述べました。
　両社は昭和45年から地域貢献活動の一環としてこ
の事業を行っており、今年は柏下古川地区に設置され
ました。

 安心安全のまちづくりに役立てて　街路灯を寄贈

上 ／力強い演奏を披露
する縄文荒吐会のメ
ンバー

左 ／福島市長に報告す
る菊地嘉明会長（中
央）

家族に囲まれお祝いの記念写真

　　　福島市長に目録を手渡す佐井順一所長（中央）と
　　　中沢正光所長（右）
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　市では、つがる市総合計画（平成18年3月策定）に掲
げる基本理念「新田の歴史が彩る　日本のふるさと」の
実現にむけて、各種施策に取り組んできたところです。
　総合計画の前期基本計画は、平成18年度から22年度
までの5年間となっており、23年度から27年度までの
後期基本計画の策定にむけ、11月8日、20人の審議委
員が委嘱されました。委嘱状を交付した福島市長は「ま
ちづくりは、市民のエネルギーと英知を結集し、市民と
行政一体となって進めることが重要。積極的なご意見・
ご提言をお願いします」とあいさつ。
　その後開かれた第1回審議会では、市民ニーズの変化
の把握や前期計画の評価などの作業内容を確認し、環
境・ニーズの変化に対応した施策の必要性について話し
合われました。後期計画は、平成23年３月に策定予定
です。

 つがる市総合計画　後期基本計画の策定にむけて

　つがる市出張所「すまいるプラザ」が10月26日、移
転リニューアルオープンしました。出張所は平成17年
4月にイオンモールつがる柏内の西入口に開所。利用者
は平成21年度約1万7,000人と開所時に比べ約２倍に増
加し、事務・待合スペースが手狭になったため、イオン
モール内のレストラン入口付近に移転しました。移転に
伴い、来年度からは過年度分の税の収納や原付自転車の
ナンバー交付など業務を拡大する予定です。
　リニューアルオープンを記念して出張所前では、福島
市長、イオンモール金森修ゼネラルマネージャー、つがー
るちゃんがテープカットをしました。
　また、つがーるちゃんには、これまでの市や市農産物
PRの功績を記念して福島市長から特別住民票が交付さ
れました。

つがる市出張所「すまいるプラザ」が移転リニューアルオープン

休 業 日：年末年始(12/29～1/3)
業務時間：午前10時～午後7時
　　電話：0173-27-5021
　　FAX：0173-27-5067

証明書等の交付
• 戸籍・除籍全部事項証明書（戸籍・
除籍謄本）
• 戸籍・除籍個人事項証明書（戸籍・
除籍抄本）
•住民票の写し
•住民票記載事項証明書
•印鑑証明書
•戸籍の附票の写し
•住所変更証明書（一般のみ）
•所得証明
•所得課税証明
•課税証明
•資産証明
•営業証明
•評価証明
•事業証明（法人のみ）
•公課証明
•納税証明
•農地基本台帳登載証明

税・使用料等の納付
•軽自動車税
•固定資産税
•市県民税（個人普通徴収のみ）
• 国民健康保険税（現年度分の市税
で納付書を持参し現金で納付する
方に限る）

•介護保険料
•住宅使用料
•農業集落排水処理施設使用料
•公共下水道使用料
•公共下水道受益者負担金
•奨学資金
•保育料
•霊園管理手数料
• その他使用料（納付書を持参し現
金で納付する方に限る）

　※平成23年3月までの第2・第４日曜日には納税相談を行っています。

すまいるプラザの業務内容（平成22年4月1日現在）

会長に就任した野呂隆昌氏を議長に話し合う審議委員

上／ テープカットする（左から）金森ゼネラルマネージャー、
福島市長、つがーるちゃん

下／特別住民票を受け取り喜ぶつがーるちゃん
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読書の楽しさに触れる
　地域における読書活動を推進しようと市教育委員会が
10月23日、松の館で「つがる市読書まつり」を行い、親
子連れら約70人が読書の楽しさに触れました。
　読書まつりでは、野花菖蒲の会、森田小学校読みきかせ
ボランティア、おはなしサークル「おひさま」、稲垣読書
愛好会の会員が絵本や詩を紹介。また、ことばの積木で詩
を作る体験を通して想像力を高めました。
　最後に西北五つがる読書推進連絡会の藤田明夫会長が
「皆さんも読み聞かせ活動に参加してみませんか」と参加
者に呼びかけました。

毎日のお仕事ご苦労さま
　木造西幼稚園(吉田節子理事長)の園児35人が11月4
日、勤労感謝の日を前に市役所を訪れ、「毎日のお仕事ご
苦労さます。これからもがんばってくださいね」と職員ら
に感謝の気持ちを伝えました。
　園児らは、手作りのカレンダーとシクラメンの鉢植え、
お菓子を職員へプレゼントした後、歌を披露しました。山
本総務部長は「皆さんも先生の言うことをよく聞いて、毎
日元気に過ごしてください」とお礼の言葉を述べ、プレゼ
ントを渡しました。

魅力ある地域づくりをめざして交流
　「第28回地域づくり団体全国研修交流会青森大会」が
11月11日から13日までの3日間、青森県内を舞台に開催
され、県内外から地域づくり団体や自治体関係者が集いま
した。
　青森市での全体会に続き、参加者は県内15の分科会へ
移動。つがる市では「縄文の歴史を活かしたまちづくり」
分科会として、全国各地の地域づくり団体のメンバー13
人が参加し、縄文住居展示資料館「カルコ」視察、りんご
収穫体験、トークセッション、夜なべ談義などを通して
NPO法人夢庭志仙会の会員らとお互いの地域づくりの活
動や課題について意見交換しました。

汗を流し奉仕活動
　シルバー人材センター事業普及啓発促進月間の一環とし
てつがる市シルバー人材センター（山内清美理事長）の会
員ら約70人が10月19日、市役所周辺の幹線道路の清掃奉
仕活動を行ないました。
　清掃活動では、会員らがスコップや鎌を使い、道路脇や
歩道の側溝にたまった土砂や枯葉などの除去や歩道の除草
を行い、環境美化に汗を流していました。
　作業終了後には、市役所周辺の道路はきれいになり、会
員らは奉仕活動に充実感を感じていました。
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学ぶ意欲いつまでも「長寿大学閉講式」
　平成22年度つがる市長寿大学閉講式が11月18日、学生
約90人が出席し、松の館で行われました。
　閉講式では、学長の葛西教育長から各地区の代表者に修
了証書が授与され、学生を代表して小山内兼一運営委員長
が「学ぶことができることは、生活と健康に恵まれている
おかげだと感謝し、少しでも家庭や地域社会に貢献できれ
ばと思います」と述べました。
　閉講式終了後は、学生たちによるアトラクションが行わ
れ、カラオケや踊りを楽しみながら、ともに学んだ仲間と
交流を深めていました。

鮮やかな模様の絵巻寿司完成
　地産地消と食の大切さを学んでもらおうと市食育推進応
援隊(原田ひとみ代表)が10月29日、絵巻寿司教室を松の
館で開催しました。
　教室には26名の市民が参加し、つくし生活改善グルー
プ(山本七代会長)の指導のもと、つがるブランド農産物の
コメを使った絵巻寿司を作りました。にんじんやほうれん
草などの野菜の彩りが加わり、色鮮やかな文銭模様やさざ
んかの絵巻寿司が完成し、試食した参加者は絵巻寿司の模
様の出来栄えや味に満足していました。

弘前大学公開講座修了
　平成22年度弘前大学公開講座が10月2日、9日、16日、
23日の計４回、松の館で行われ、市民ら延べ約40人が受
講しました。
　10月23日の講座では「若者の働く力を育てよう」とい
うテーマで学生就職支援センターの小磯重隆准教授が講義
を行いました。小磯准教授は「最近、せっかく職に就いて
も数年で仕事を辞める人が増え、県内の若者の正社員の割
合が低い。最初からすべてが楽しい仕事などなく、仕事の
中に楽しい部分を見つけられる能力を身に付けることが大
切」と話していました。
　講座終了後、受講者は今年度の修了証書を受け取りまし
た。

街の駅「あるびょん」1周年創業祭
　高齢者や障害者にやさしいまちづくりと中心市街地の活
性化をめざして昨年11月8日にオープンした街の駅「ある
びょん」が11月13日から11月16日までの4日間、オープ
ン1周年を記念して創業祭を行いました。
　創業祭には、野菜の販売や屋台が並び、もち米のスコッ
プすくい、ながいもスイトン振る舞いやお買い物抽選会な
ど催しが行われました。14日には盲目のシンガーソング
ライター板橋かずゆきさんのミニコンサート、16日には
岩手県花巻市の劇団代表・志村尚一さんの講演会が開催さ
れ、多くの市民が訪れ賑わいました。



　市職員の給与は、国家公務員の給与水準を基本に民間企業などと比較して、職務の内容を考慮したうえで、議
会の審議を経て市の条例で定められているものです。また、定員管理については、５年ごとに事務量を勘案して
定員適正化計画を策定し、人員の適正化を図ります。

⑺　特別職の報酬等の状況　　　（平成22年4月1日現在）
　 　市長、副市長の給料は減額しています。（　）内の
金額は減額前の金額です。

区　分 給料・報酬月額 期末手当
（21年度支給割合）

市　長 722,000　円 3.05 月分(820,000）

副市長 592,000　円 3.05 月分(650,000）
議　長 380,000　円 3.05 月分
副議長 350,000　円 3.05 月分
議　員 320,000　円 3.05 月分

退職手当
区　分 算定方式 支給時期
市　長 給料月額×在職月数×45.5/100 任期毎
副市長 給料月額×在職月数×26.5/100 任期毎

⑻　部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年4月１日現在）（人)

区分

行政部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
21年 22年

一　

般

議　会 5 5 ―
総　務 125 115 △10 支所業務縮小等
税　務 40 40 ―
民　生 93 84 △ 9 保育所民間移譲等
衛　生 27 25 △ 2 業務減
労　働 2 2 ―
農林水産 44 43 △ 1 業務減
商　工 6 6 ―
土　木 27 26 △ 1 業務減
小　計 369 346 △23 　

特
別

教　育 73 72 △ 1 体育館指定管理等
消　防 121 121 ―
小　計 194 193 △ 1

公
営
企
業
等

病　院 77 78 　1 医師充実
下水道 8 8 ―
その他 33 33 ―
小　計 118 119 　1 　

合　　計
681 658 △23

[788] [788] [―]

※職員数は一般職に属する職員数です。
※[     ]内は、条例定数の合計です。

⑼　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
　①　定員適正化目標　　　　　　　　　　　　（人)

計　画　期　間 数値目標
(平成22年4月１日)始　期 終　期

平成17年4月1日 平成22年4月1日

一般行政 381

特別
行政

教育 80
消防 122
計 202

公営企業等 110
合計 693

②　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年４月１日現在）（人)

区　分
部　門

17年
計画始動 22年(5年目) （参考）数値目標

一般行政
職員数 444 346 381
増　減 △98(155.6%) △63

教　　育
職員数  86 72 80
増　減 △14(233.3%) △6

消　　防
職員数 126 121 122
増　減 　 △ 5(125.0%) △4

公営企業
等 会 計

職員数 112 119 110
増　減  7(―%) △2

計
職員数 768 658 693
増　減 △110(146.7%) △75

※ 計画期間は、17～22年の5年間です。(  %)内の数値は、
数値目標に対する進捗率を示しています。

　市では、職員の給与と定員管理の適正化について、
広く市民の理解を得るため、次のとおり公表します。
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⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（21年度末） 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率B／A (参考)20年度

の人件費率
21年度 37,698人 24,610,269千円 116,858千円 5,045,276千円 20.5% 23.4%
※人件費には、職員の他に特別職（議員、市長、副市長、教育長等）に支給される給料・報酬を含みます。

⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員
数Ａ

給　　　与　　　費 1人当り
の給与
費B/A給料 職員

手当
期末･勤
勉手当 計Ｂ

21年度 562人 2,302,427
千円

279,723
千円

885,634
千円

3,467,784
千円

6,170
千円

※職員手当には退職手当を含みません。
　 平成20～22年度は給料(平成20年度は期末・勤勉手当も含
む)の減額を実施しています。

⑶ 　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額
の状況（平成22年4月１日現在）
　①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 48.4歳 355,160円 380,511円
　②技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 51.2歳 326,608円 348,304円
　③消防職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
つがる市 41.6歳 303,079円 354,582円

⑷　職員の初任給の状況（平成22年4月１日現在）
区　　　分 つがる市 国

一般行政職
大卒 169,445円 172,200円
高卒 137,859円 140,100円

技能労務職
高卒 135,005円 ―
中卒 127,133円 ―

消　防　職
大卒 162,065円 ―
高卒 141,303円 ―

⑸　一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在)
1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標 準 的 な
職 務 内 容

主　

事

主　

査

係　

長

主　

幹

課
長
補
佐

総
括
主
幹

課　

長

副
参
事

次　

長

参　

事

部　

長

理　

事

職員数(人) 13 20 76 92 176 14 9
構成比(%) 3.3 5.0 19.0 23.0 44.0 3.5 2.2

※ つがる市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
数です。

※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的
な職務です。

⑹　職員の手当の状況
　①期末手当・勤勉手当

21年度支給割合
期末手当 勤勉手当
2.70　月分
（1.45）月分

1.40　月分
（0.70）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
•役職加算（5～15％）

※(　)内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成22年4月1日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50 月分 30.55 月分
勤続25年 33.50 月分 41.34 月分
勤続35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
１人当たり平均支給額 786 千円 24,689 千円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

退職時特別昇給 なし　
※ 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した
職員に支給された平均額です。

　③その他の手当（平成22年4月1日現在）
手当名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

•配偶者 13,000円
•配偶者有（扶養手当無）の１人目 6,500円
•配偶者無の１人目 11,000円
•2人目以降 6,500円
※満16歳から満22歳までの子1人につき 5,000円
　加算

住 居 手 当 •借家、借間　限度額 27,000円

通 勤 手 当
•バス等交通機関利用者限度額 55,000円
•片道2km以上で自動車等交通用具利用者
　2,000円～35,000円

管理職手当 •管理又は監督の地位にある職員
　院長：100,000円～　　所長：10,000円

管理職員特別
勤 務 手 当

• 管理又は監督の地位にある職員が週休日、休
日等に勤務したとき 4,000円～6,000円

休日勤務手当 • 休日等に勤務する職員
　単価×135/100（1時間当たり）

夜間勤務手当
• 正規の勤務時間として午後10時から翌日午前
5時まで勤務する職員単価×25/100（１時間
当たり）

宿日直手当 •宿日直業務をした職員
　一般：4,200円～　　　医師：20,000円

単身赴任手当 • 公署を異にする異動等により単身赴任となる
職員限度額 68,000円
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１）子供の発熱
　子供さんが熱を出しますと、みんな心配しますね。原
因が風邪ですと、熱が40℃近くあっても、ケロッとし
て遊んでいることが多いです。表情が普段と変わらず、
周りをキョロキョロ見ているようであれば、ご飯や水分
がきちんととれているようでしたら、通常、なんの心配
もないことが多いです。熱さましは必ずしも必要ありま
せん。小児専門医ほど、熱さましは使わないものです。
風邪の熱は熱さましを使わなくとも、1－2日で下がる
ものです。熱が高いために脳がダメになってしまう、と
いうことはありません。元の病気が問題なわけです。注
意する点は、熱が２日たっても下がらない場合、機嫌が
悪く食べたり飲んだりしたがらない場合、おしっこが出
にくくなる場合、体を動かすと嫌がったりぐずる場合、
は熱の高さではなく原因である元の病気が重い可能性が
ありますので、受診することが勧められます。生後6か
月から1歳前後までの乳児で熱が3日くらい続いて、急
に下がったとたん体中に発疹が出る、突発性発疹という
病気もありますが、これは機嫌が悪くなく特に治療の
薬も必要としません。また生後6か月未満の乳児、新生
児が熱を出す原因として、風邪は通常ありえませんので、
特にミルクの飲みが悪かったり機嫌が悪い、うつらうつ
らしている、というときは要注意です。熱があっても風
邪のような軽い病気で機嫌が良ければ、お風呂に短時間
入ることは、何ら問題ありません。むしろ肌を守り熱を
下げやすくします。

２）子供の下痢
　子供さんの下痢の場合、注意点は３つです。下痢して
いても一日の回数が10回以下であれば通常心配いりま
せん。ただ下痢が続く時、かえって食事をとらないほう
が早く治ります。また牛乳、ミルクもやめたほうが早く
治ります。食べたくとも、心を鬼にして食べさせないほ
うがいいのです。ジュース、イオン飲料はかまいません。
下痢止め、整腸剤はあまり効果ありませんし、美味しく
ありません。むしろ乳酸菌飲料のほうが美味しくて下痢
を止めやすいです。食事をやめますと通常1日で下痢は
おさまります。

　お尻が荒れやすくなりますので、下痢しているときは
特にお風呂に入ることが大切です。下痢に少量の血が混
じることはありますが、機嫌が悪くなければ心配ありま
せん。何回も血が混じり機嫌が悪い時は、細菌性の下痢
や腸重積等違う病気がありますので、受診をお勧めしま
す。冬場はノロウイルスやロタウイルス、夏場はアデノ
ウイルス等が原因となることが多いですが、根本的に治
療の手段がありませんので、水分中心にして治るのを待
つのが原則となります。

３）子供の嘔吐
　子供さんが吐く場合、続けて吐くとき、水分を飲んで
も吐くときは、まず食べたり飲んだりすることを一切中
止します。3－4時間お腹を空っぽにした後、30mlくら
いの少量の白湯、ジュース、イオン飲料、お茶を飲ませ
て、吐かなければ1時間おきに頻回に繰り返します。飴
玉を舐めることが出来たら、それでも結構です。丸一日
たったらご飯を食べさせます。お粥でなくとも結構です。
おしっこが出ない時、吐いた物に血液や黄色、緑のもの
が混じるとき、水分を飲んでも何回も吐くときは受診を
お勧めします。吐き気止めは胃腸が麻痺しているときは
有効ですが、胃腸の動きが活発であるときは逆効果とな
りますので自己判断では使わないほうがいいです。

４）その他
　咳、湿疹、ゼ－ゼ―、と冬を迎えて子供さんの心配は
尽きません。しかし原則は簡単で、何が原因であっても、
顔の表情が良く、元気で機嫌が良ければ、また食欲があ
り水分がきちんととれ、夜眠れて、おしっこがちゃんと
出ていますと何ら心配なく、
慌てることはありません。加
えて呼吸回数が普段より速
くないか、脈がいつもより速
くないか、おしっこの色がい
つもより濃くないか、まで観
察できましたら、もう皆さん
は名医の仲間入りです。

　健康万歩計は、西つがる医師会（つ
がる市・鰺ヶ沢町・深浦町）が、みな
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

冬を迎えて　子供の病気１１０番

　　　　　運動おためし教室　気軽にできる室内で簡単ビクス
●日　時：12月20日（月）10：00～11：30　　●場所：生涯学習交流センター「松の館」
●対　象：おおむね40～64歳の市民
●内　容：ラジオ体操、体を動かしながら頭で考える「脳トレビクス」
●講　師：つがる市健康推進課保健師　兼平智秋氏（健康運動指導士）
●参加費：50円（保険料。当日集めます）
●持ち物：汗ふきタオル、飲料水、ズック （運動しやすい服装でお越しください）
●申し込み：12月17日（金）までに電話でお申し込みください。
【問い合わせ・申し込み先】健康推進課　電話42-2111（内線306）

参加者
募　集

健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば健 康 ひ ろ ば

今月のドクター

菅 藤　　啓 先生
西つがる医師会会員
（尾野病院・院長）
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平成23年 平成23年 新年祝賀会新年祝賀会

●日　　時：１月４日(火）10：30～　
●会　　場：生涯学習交流センター「松の館」交流ホール
●会　　費：２，０００円　　　　　
●申込期間：12月13日(月）～22日(水）まで
●申込方法： 会費を添えて市役所総務課、各支所、つ

がる市商工会のいずれかへ直接申し込み
してください。

※ 席に限りがありますので、お早めに申し込みくださ
い。
【申し込み・問い合わせ先】総務課　電話42-1105

－主催：つがる市－

 つがる市
消防団出初式

■日時　１月９日(日）9：40～
■場所　生涯学習交流センター「松の館」交流ホール
※ 当日は、市役所周辺道路が交通規制されますの
で、ご理解とご協力お願いいたします。

【問い合わせ先】
　つがる市消防本部　警防課　電話42-7255

年末年始のお休みについて

市道通行止のお知らせ
　市道下古川６号線について、今年度より拡
幅改良工事を実施いたします。つきましては
下記期間中、通行止としますので、ご理解、
ご協力お願いします。

　期間　平成22年12月１日
　　　　　　～平成23年３月25日
【問い合わせ先】
　土木課　電話42-2111（内線394）

つがる市役所及び各支所
12月29日(水)から１月３日(月)まで閉庁となります。
【問い合わせ先】市役所　電話42-2111

つがる市出張所（すまいるプラザ）
12月29日(水)から１月３日(月)まで休業となります。
【問い合わせ先】つがる市出張所　電話27-5021

つがる市立成人病センター
12月29日(水)から１月３日(月)まで休診となります。
※ 年末年始に「お薬」が無くなりそうな方は、医師に相談して早めに
もらいましょう。また、急患の場合はいつでも診察いたします。

【問い合わせ先】成人病センター　電話42-3111

つがる市斎場・車力斎場
１月１日(土)から１月２日(日)まで休業と
なります。
【問い合わせ先】
　環境衛生課電話42-2111（内線281）

ごみの収集業務・直接搬入業務
【収集業務の休業日】　つがる市全地区　12月30日(木)～１月３日(月)
【直接搬入業務の休業日】
　　●不燃ごみ等： 木造・稲垣一般廃棄物最終処分場、森田一般廃棄物最終処分場、車力一般廃棄物最終処分場は

12月29日(水)から１月３日(月)まで休業いたします。
　　●可 燃 ご み：西部クリーンセンター（稲垣町）は12月31日(金)から１月３日(月)まで休業いたします。

【問い合わせ先】環境衛生課　電話42-2111（内線282）

イオンモール
つがる柏

至 

稲
垣
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宝くじの助成金で充実したコミュニティ活動を推進
　平成22年度の(財)自治総合センター「コミュニティ助成事業」が、市内の４自治
会で実施されました。この事業は、宝くじの助成金で地域のコミュニティ活動を推進
するための備品などを整備するもので、これにより地域のコミュニティ活動が今まで
以上に推進されるものと期待されます。

｢工業統計調査｣にご協力ください
～製造事業所の皆様へ～

　経済産業省では、工業統計調査を平成22年12月31日現在で実
施します。
　工業統計調査は製造業を営む事業所を対象として、その活動実
態を明らかにすることを目的として調査します。調査結果は国や
地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されるとと
もに、企業、大学などでの研究資料、小・中・高等学校の教材な
ど広く利用されているところです。
　皆様からご提出していただく調査票については、統計法に基づ
き調査内容の秘密は厳守されますので、正確にご記入の上、ご協
力をお願いします。

－経済産業省・青森県・つがる市－
http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/index.html
【問い合わせ先】企画課　電話42-2111（内線321）

こころの相談
　眠れない、うつ病、
子どものひきこもりな
どのこころ悩みを抱え
ている方はご相談くだ
さい。
日時：１月5日(水）　
　　　10:00～15:00
場所：つがる市役所　１階相談室
申し込み： 事前に「こころの相談担当者」

あてに電話で予約してくださ
い。

※ 当日の申し込みも受付けますが、ご予
約の方が優先になります。
【申し込み・問い合わせ先】
　健康推進課　
　　電話42-2111（内線305）

つがる市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書について
　つがる市農業委員会では、農家の皆様に12月下旬に【農業委員会委員選挙人名簿登載申請書】を郵送する予定です。
　この申請書に基づいて、つがる市農業委員会委員選挙人名簿が作られます。この申請書により作成された選挙人名簿
に載っていないと投票もリコールの請求もできなくなります。
　郵送された申請書には、あらかじめ農地基本台帳に登載されている耕作面積・満20歳以上の方の氏名・生年月日等
が記載されていますので確認及び訂正のうえ、平成23年１月10日（月）までに提出してください。

期間 提出先
１月7日(金）まで つがる市農業委員会(柏支所内)、市役所２階総務課、各支所、つがる市出張所
１月8日(土）～１月10日(月） 市役所１階当直室、つがる市出張所
　また、下記要件を満たす世帯で申請書が届いていない方は、農業委員会に申請書を
備え付けておりますので、お手数でも申し出くださるようお願いいたします。
　選挙権の要件
　①　つがる市に住所を有する者であること。
　②　年齢が、満20歳以上の者（平成３年４月１日以前に生まれた者）であること。
　③　 10アール以上耕作の業務を営む者か、耕作の業務を営む者の同居の親族またはその配偶者であり、年間おおむ

ね60日以上耕作に従事していると農業委員会が認めた者であること。

【問い合わせ先】　つがる市農業委員会事務局（柏支所内）電話２５－３８２０

大畑自治会
（冷蔵庫・食器棚ほか）

漆館自治会
（除雪機）

筒木坂部落常会
（除雪機ほか）

福原町内会
（除雪機）

【問い合わせ先】総務課　電話42-2111（内線342）
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つがる市選挙管理委員会からお知らせ
■つがる市議会議員一般選挙

投 票 日：平成23年１月23日(日）

投票時間：午前７時から午後６時

告 示 日：平成23年１月16日(日）

【問い合わせ先】つがる市選挙管理委員会　電話42-2540

投票所の変更
投票区 変更前 変更後
９投票区 兼館公民館 善積集会所
10投票区 出野里集会所 立花集会所

20投票区 若草館
南広森
コミュニティ
消防センター

つがる市一般競争(指名競争)入札参加資格審査申請書の定期受付について
　今年度の「入札参加資格審査申請書」の定期受付は、建設工事（市内に本社を有する者のみ）及び測量・建
設コンサルタント等、物品・役務の提供等となりますので、入札参加希望者は下記の期間内に「入札参加資格
審査申請書」を提出してください。申請書類の様式は市ホームページからダウンロードするか、または管財課
に用意してあります。
【受付期間】
　　•県内に本店を有する方：平成２３年１月４日から平成２３年１月３１日まで
　　•県外に本店を有する方：平成２３年２月１日から平成２３年２月２８日まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　（郵送及び宅配便は、最終日発送分まで有効）
【有効期間】
    〈建設工事〉 市内に本店を有する方：平成２３年７月１日から平成２４年６月３０日まで
    〈測量・建設コンサルタント等、物品・役務の提供〉 平成２３年７月１日から平成２５年６月３０日まで
【提出方法】
　　•市内に本店を有する方：持参のみ　　　•市外に本店を有する方：持参及び郵送、宅配便
【提出先・問い合わせ先】
　〒038-3192　青森県つがる市木造若緑61番地1　つがる市役所　管財課
　電話0173-42-2111（内線335・337）　ホームページ http://www.city.tsugaru.aomori.jp/nyuusatsu.html

市税等は納期内に納めましょう
　　　　　は「市県民税」第４期、「国民健康保険税」「介護保険料」「後期高齢者医療保険料」各第６期
　　　　　「住宅使用料」「公共下水道使用料」「農業集落排水処理施設使用料」の納期限です。

　収納課では、市税等の納め忘れを防ぐため、納期限までに納付さ
れない納税者に対し、納期限の翌月に｢督促状｣を発行しています。
納期限を過ぎてから納付しますと納期(期別)ごとに督促手数料や延
滞金が徴収されますので、納め忘れには十分注意してください。(詳
しくはお手元の納税通知書等の裏面をご覧ください)
　なお、市税等の「納付相談」を収納課窓口で随時行っております。

【問い合わせ先】収納課　電話42-2111（内線221）

12月
すまいるプラザ日曜納税相談
期日：12月12・26日(日）
時間：午前10時～午後７時
場所：つがる市出張所
　　　（イオンモールつがる柏内)



記事中に電話番号がない場合は、☎42-2111をかけ
内線番号か課名をお話しください。  
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又
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概
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。
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さ
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０
０
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５
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仮
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築
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自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
核
病
院
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
の
基
本
設

計
に
続
き
、
平
成
22
度
中
に
実
施
設

計
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
再
編
成
計
画
と
中
核
病
院

建
設
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
▽
12
月
19
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場
▽
五
所
川
原
地
域
職
業

　
　
　
　

訓
練
セ
ン
タ
ー
大
教
室

問 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合　

病
院
再
編
事
務
局電

話
26
・
６
３
６
３

 

県
税
の
納
税
証
明
書(

自
動
車
税

 

以
外)

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
皆
様

の
大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
本
人
（
法
人
の
場
合
は
代
表

者
）
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
代
理
人
の
申
請
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
厳
格
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
理
人
が
交
付
申
請
を
行
う
場
合

に
は
、次
の
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

① 

委
任
者
の
登
録
の
あ
る
印
鑑
（
委

任
者
が
法
人
の
場
合
は
登
録
の
あ

る
代
表
者
の
印
鑑
）

② 
委
任
者
の
印
鑑
登
録
証
明
書
（
発

行
後
、
３
カ
月
以
内
の
も
の
。
法

人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
の
印
鑑

登
録
証
明
書
）

③ 

委
任
状(

申
請
書
の
「
委
任
に
関

す
る
事
項
」欄
を
使
用
で
き
ま
す)

④ 

代
理
人
の
印
鑑
及
び
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
）

⑤ 

青
森
県
収
入
証
紙
（
１
部
に
つ
き

４
０
０
円
）

問 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

 

電
話
34
・
２
１
１
１(

内
線
２
０
５)

広報つがる 2010.12月号17

生活と健康をつなぐ法律相談
～県では弁護士、司法書士による無料法律相談を行っています～
　「借金の返済が苦しい」「登記や遺産相続の方法がわからない」など悩んでい
ませんか。法律的に解決できるかもしれません。「弁護士、司法書士による無料
法律相談」を平成24年2月末まで実施しています。
◎ 相談日は？→相談の申し込みをしますと、弁護士又は司法書士から申込者に
連絡が入ります。相談内容をお話し、面接相談日、場所を決めます。

◎料金は？→１回目の法律相談は無料です。
◎ 法律的な悩みの他に、別な悩みもあるのですが？→法律的な相談以外につい
ては相談者の了解を得たうえで、関係相談機関に紹介できます。

問県障害福祉課　申込専用電話017-734-9310(9:00～16:00土日祝日を除く)

果樹生産者の皆さんへ
　津軽広域農業共済組合では、12
月1日より平成23年度果樹共済加入
申込を受け付けしています。
　市では、平成23年度までに、果
樹共済加入面積50%以上を目標に
掛金の一部を助成していますので、
万一の災害に備え、果樹
共済に加入しましょう。
問 農林水産課(内線411）



広報つがる 2010.12月号 18

　つがるブランド推進会議では、昨年度、市民が誇れる特産品・
食文化・歴史・伝統文化などを「宝」として幅広く募集し、22
点を「つがるの宝」に認定しました。
　つがる市の魅力を情報発信するため、22の宝を掲載した2011
年カレンダーを作成し、限定1,000部を市民の皆さんに無料で配
布いたします。
配布時期：12月15日（水）から
配布場所： つがる市役所1階総合案内、市役所2階地域振興対策

室、各支所、出張所
※ 先着順お1人様1部とさせていただき、なくなり次第終了しま
す。（電話等での予約は受付いたしませんので、ご了承願います）

【問い合わせ先】地域振興対策室　電話42-2111（内線426）
カレンダー：B3(364㎜×515㎜ )版7枚綴り

つがる市味自慢のグルメ情報誌ができました！
　東北新幹線全線開通に伴い、つがる市内の味自慢のお店を知っていただ
くためにグルメ情報誌を作りました。県内外の方々につがるの魅力に触
れ、味自慢のお店を巡り、つがる市を満喫していただこうと情報発信する
ものです。グルメ情報誌は、市役所、各支所、道の駅等で無料配布してい
ます。
　また、スタンプを8個集めて応募すると「光るつがーるちゃん」ストラッ
プが抽選で当たるスタンプラリーも開催していますので、どうぞ応募して
ください。
【問い合わせ先】地域振興対策室　電話42-2111（内線426）

【作り方】
　①り ん ご→６つ割りにして芯を取り、いちょう切りにする。
　　　　　　　塩水につけ、水気をきっておく。
　　白　　菜→ 葉と軸を分け、葉は一口大にちぎり、軸は長さ3㎝に切って

から繊維にそってせん切りにする。
　　レーズン→ぬるま湯を通し、水気をきる。
　②にんじん→すりおろして、酢をかけておく。
　　玉 ね ぎ→みじん切りにして水にさらしておく。
　　サラダ油、塩、砂糖、こしょうを混ぜてドレッシングを作る。
　③食べる直前にドレッシングで和えて、器に盛る。

りんごを皮ごと使うことで盛り付けた際に目でも楽しめ、また白菜を生
で使っているので、それぞれの食感も楽しめる1品です。りんごは塩水
に長くつけるとビタミンが流れてしまうので、サッとで十分です。

【材料】６人分
りんご　　1個
白菜　　　150g
レーズン　20g

りんごと白菜の
サラダ
協力：つがる市食生活改善推進員

【ドレッシング】
にんじん　20g
酢　　　　大さじ２
玉ねぎ　　15g
サラダ油　大さじ３
塩　　　　小さじ4/5
砂糖　　　小さじ１
こしょう　少々

エネルギー93kcal、塩分0.8g、野菜量30.8g



冬の交通安全県民運動
平成22年12月11日(土)
　　　 ～12月20日(月)

広報つがる 2010.12月号19

ハタハタ遊漁者の皆さんへ
　西海岸には冬になるとハタハタが産卵のために来遊し
てきます。青森県では、水産資源の保護などのために「青
森県海面漁業調整規則」を定め、漁業者だけでなく、広
く県民の皆さんに守っていただくことを定めていますの
で、ご注意ください。

ハタハタが生んだ卵(ブリコ)を採捕・所持・販売することは禁じられています。

遊漁者等が使用できる漁具・漁法は次のとおりです。
　　①竿釣り、手釣り　②たも網、叉手網、四つ手網　③投網　
　　④やす（発射装置を有するものを除く）、は具
　　⑤徒手採捕（潜水器により行うものを除く）
　　※これら以外の漁具（カニ篭など）で採捕することは、禁止されています。
　立入禁止区域など危険な場所での遊漁は、絶対にやめましょう。また、水難事故
防止のため、救命胴衣（ライフジャケット）を着用しましょう。
【問い合わせ先】
　農林水産課　電話42-2111（内線417）
　西北地域県民局　地域農林水産部　鰺ヶ沢水産事務所  電話0173-72-4300

　　 を快適に過ごすために除雪作業にご協力ください！
 今年も雪の季節がやってきます。市では今冬の除排雪を計画して市民生活の安全が図られるよう努力してま
いりますので、市民皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

円滑な除排雪作業のためにご協力をお願いします
 深夜作業にご理解をお願いします

　朝の通勤・通学経路、歩行者の安
全確保や作業効率などの理由から、
除排雪作業は深夜・早朝行います。

 路上駐車はやめましょう

　路上駐車は除雪作業の妨げとな
り、地域全体に迷惑がかかりますの
でやめてください。また、事故など
でやむを得ず路上に駐車する場合
は、目印に赤旗を立ててください。

 道路に雪を捨てないでください

　除雪後に残る寄せ雪は各世帯で取
り除くようにお願いいたします。同
様に各家庭の雪を道路に押し出すこ
ともおやめください。

【問い合わせ先】　建設部土木課　道路維持係　電話42-2111（内線393）

 通行規制にご協力をお願いします

　除雪及び排雪作業を迅速かつ安全
に進めるため、道路を一時通行止め
にすることがあります。ご理解とご
協力をお願いいたします。

 消流雪溝は正しく利用しましょう

　消流雪溝は、住民協力により道路
の幅を広げ、地域住民の安全確保の
ための施設として整備されておりま
すので、今冬もご協力いただきます
ようお願いいたします。利用に際し
ては作業終了時、投雪口を必ず閉め
る等を守っていただき、地域の施設
として大切に利用くださるようお願
いいたします。

 除雪車が作業中の時は
 　近寄らないようにしましょう

　除雪車は重機械であり、前後10ｍ
位は死角となります。また、雪の中
に混じっている砕石、ガラス等が飛
び散る場合もありますので、30ｍ以
内に近寄らないようお願いいたしま
す。

運動の重点
１．高齢者の交通事故防止
２．飲酒運転の根絶
３．冬道の安全運転の推進
４．踏切事故の防止
つがる市交通安全対策協議会

（総務課内）

 除排雪業務
 市では幹線道路・生活道路等の除雪延長約359㎞
を直営除雪と民間委託により行います。
 除排雪業務の実施期間は12月１日から３月31日ま
でとしますが、除排雪実施期間前後であっても、降
雪状況により除排雪を実施します。

 除排雪体制
● つがる市の除排雪の体制は、全区域を統括する本
部を市役所建設部土木課に設置いたします。
● 除雪パトロールは市内を巡回し、雪の状況を随時
的確に判断し、効果的な除排雪が実施できるよう
にします。



【
タ
テ
の
問
題
】

１  

つ
が
る
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
つ
が
ー
る

ち
ゃ
ん
」
の
タ
イ
ツ
の
柄
に
な
っ
て
い
る
野
菜

２ 

音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
１
つ
「
ヘ
ビ
ー
メ
タ
ル
」
の
略
称

３ 

自
由
の
女
神
で
有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
都
市

４  

市
場
で
行
わ
れ
る
、
多
く
の
買
い
手
の
中
で
最
も
高

い
値
段
を
つ
け
た
者
に
売
る
方
法
を
「
○
○
売
り
」

と
い
う

５ 

消
費
生
活
協
同
組
合
（
生
協
）
の
略
称

８  

学
校
教
育
の
内
容
や
計
画
を
配
列
し
た
も
の
。
教
育

課
程
。

９  

台
形
、
ひ
し
形
、
正
方
形
、
こ
れ
ら
は
全
て
○
○
○

形
11 

仮
病
な
ど
を
つ
か
い
、
怠
け
て
休
む
こ
と

13 

あ
ず
き
を
煮
て
こ
し
、
砂
糖
を
加
え
練
っ
た
あ
ん
こ

14  

１
９
８
５
年
発
売
の
社
会
現
象
に
も
な
っ
た
フ
ァ
ミ

コ
ン
ソ
フ
ト
「
ス
ー
パ
ー
○
○
○
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」

15 

お
笑
い
芸
人
ダ
ン
デ
ィ
坂
野
の
決
め
ゼ
リ
フ

17  

「
ド
は
ド
ー
ナ
ツ
の
ド
♪
レ
は
レ
モ
ン
の
レ
♪
」
こ

の
歌
の
名
前
は
「
○
○
○
の
う
た
」

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１ 

ア
ニ
メ「
サ
ザ
エ
さ
ん
」で
サ
ザ
エ
の
父
の
名
前
は
？

３  

カ
タ
カ
ナ
３
文
字
の
北
海
道
南
西
部
に
あ
る
町
の
名

前
。
温
泉
、
ス
キ
ー
場
な
ど
観
光
で
有
名

６  

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
２
度
受
賞
し
た
ラ
ジ
ウ
ム
の
研
究
者

○
○
○
○
夫
人

７  

イ
カ
の
胴
身
に
米
を
入
れ
醤
油
ベ
ー
ス
の
だ
し
汁
で

蒸
し
た
郷
土
料
理

10 

「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」
の
司
会
者
タ
モ
リ
の
本
名

12 

船
な
ど
の
乗
り
物
の
乗
組
員
を
英
語
で
言
う
と
？

14  

故
・
村
山
富
一
元
首
相
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
い
え

ば
長
い
○
○
○

16 

災
難
に
あ
う
恐
れ
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
年

18 

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
。
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
に
な
る
こ
と

19 

肉
の
焼
き
方
。
○
○
↓
ミ
デ
ィ
ア
ム
↓
ウ
ェ
ル
ダ
ン

20 

赤
ち
ゃ
ん
が
身
に
つ
け
る
も
の
。
お
し
め
と
も
い
う

21  

そ
の
名
の
と
お
り
○
○
○
○
と
鳴
く
夏
の
風
物
詩
○

○
○
○
ぜ
み
。

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護
者名も記入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き
添えてお送りください。正解者の中から抽選で5人の方に、
「つがーるちゃんエコバッグ」をプレゼントします。
（12月20日締切　※当日消印有効)
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所 総務課文書広報係まで

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｈ
の

文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ
ン
ト　

 

つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
認
定
の
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス

「
ど
さ
？
湯
さ
！
」

　

何
も
持
っ
て
い
な
い
裸
の

私
が
つ
が
る
の
温
泉
の
入
浴

室
に
入
っ
て
、
周
り
の
方
々

が
み
ん
な
自
分
の
シ
ャ
ン

プ
ー
や
石
鹸
を
持
っ
て
い
る

の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
私

が
以
前
に
行
っ
た
温
泉
で
は
お
客
さ
ん
の
た
め
に
シ
ャ

ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
が
揃
え
て
あ
っ
た
の
で
、
自
分
の
も

の
を
持
っ
て
行
く
の
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
の
で
す
。
気

付
い
た
ら
、
真
っ
赤
な
顔
で
入
浴
室
を
出
て
、
笑
い
な

が
ら
必
要
な
も
の
を
受
付
で
買
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

場
所
に
よ
っ
て
は
自
分
の
道
具
を
温
泉
に
持
っ
て
行
っ

た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
習
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

違
和
感
が
あ
っ
て
も
、
新
し
い
経
験
の
大
事
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
留
学
生
と
し
て
日
本
に
来
た
時
、
温
泉
の

こ
と
が
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
は

温
泉
が
あ
ま
り
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
が

大
勢
の
人
と
一
緒
に
裸
で
い
る
の
に
な
れ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
の
中
の
一
人
だ
っ

た
の
で
、
友
達
と
初
め
て
温
泉
に
入
る
時
、
緊
張
感
で

一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
勇
気
を
出
し
て
、
友
達
の
行

動
に
従
っ
て
体
を
洗
っ
て
入
り
ま
し
た
。
入
っ
て
み
た

ら
、
思
っ
た
よ
り
自
分
に
合
っ
て
い
る
行
動
だ
と
思
い

ま
し
た
。そ
の
日
以
来
、温
泉
に
た
ま
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
は
、
２
年
前
に
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
温
泉

の
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
私
と
違
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
改
め
て
気
が
付
い
た
の
は
つ
が
る
の
温

泉
に
い
た
時
で
す
。
道
具
を
持
っ
て
行
か
な
か
っ
た

私
は
、
久
し
ぶ
り
に
温
泉
で
違
和
感
を
覚
え
た
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
温
泉
は
新
し
く
て
緊
張
さ
せ
る
体
験
か
ら
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11月号の答えは
「ツガルブランド」でした。
36名様より応募していただき
ありがとうございました。当選
者は次のとおりです。〔敬称略〕
　三橋ソノエ（木造）・江良和
宏（木造）・秋田谷幸子（木造）・
飛島五子（柏）・対馬たけと（森
田）



※このページは有料掲載になっています。
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知って得する福祉の情報コーナー

ご存知ですか？

　福祉機器・用具には生活をサポートし
てくれる便利なものがあります。これか
ら冬本番を迎え、雪道は杖を使っている
方々にとって歩きづらいものであり、外
出も臆病になりがちです。そんな時には
杖の先に取り付けるアイスケン・アタッ
チメント（ピン型滑り止め）が便利です。

※使用上の注意
• 先端が鋭利なため、けがをする場合が
ありますので、取り扱いにご注意下さ
い。
• 屋内の固い床面で使うと逆に滑ること
があります。

～滑り止めの購入・その他福祉用具のお問い合わせは～
　 ケアプランセンタ－きづくり　　４２－４６２０
　 ケアプランセンタ－もりた　　　４９－７００５
　 ケアプランセンターいながき　　４６－２９０２
　 ケアプランセンターしゃりき　　５６－３０００

非使用時 使用時

３温泉共通入浴券販売中
－しゃこちゃん温泉・じょっぱり温泉・しゃりき温泉－

　10枚セット購入した方には
　　　　　　　　入浴券５枚サービス！
販売価格：3,200円（計15枚）
販売期間：平成23年１月16日（日）まで
販 売 先：
　　　　しゃこちゃん温泉 （ＴＥＬ４２－１２７７）
　　　　じょっぱり温泉　 （ＴＥＬ２５－２３９０）
　　　　しゃりき温泉　　 （ＴＥＬ５６－４１２６）

総合なんでも相談
　行政相談員、人権擁護員、行政評価事務所職員、
市役所職員等が総合的に相談を受けております。
誰でも相談できますのでぜひおこし下さい。
【期　日】12月14日（火）
【時　間】午前10時～午後３時
【場　所】柏老人福祉センター
【料　金】無　料

　　お問い合わせは
　　　つがる市社会福祉協議会柏支所
　　　ＴＥＬ２５－２４６８

法律相談を開催しています
～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等、お一人で悩んでいませんか～

　　　　　　　　　期　　日：平成23年１月12日（水） 〈毎月第２水曜日〉
　　　　　　　　　時　　間：午後１時から４時まで
　　　　　　　　　場　　所：つがる市社会福祉協議会本所　相談室
　　　　　　　　　料　　金：無料　　※相談は予約が必要です。（℡0173-42-4660）
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日　　時：12月23日（木・祝）9：30～正午
場　　所：生涯学習交流センター「松の館」
対　　象：小学１年～６年生と保護者
定　　員：20組
講　　師：北澤由美子氏（バルーンアーティスト）
参 加 料：１組500円（材料代・保険料。当日集めます）
申込期限：12月17日（金）（定員になり次第締切）

【申し込み・問い合わせ先】　つがる市教育委員会　生涯学習課　電話49-1200
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盛　
章
子
さ
ん（
森
田
）

　11月４日、松の館で第２回米粉加工品コンクールの発
表が行われ、盛章子さんの「米粉もち」が最優秀賞に輝
きました。
　このコンクールは、西北地域県民局などが米粉の活
用拡大と米ビジネス創出を目的に開催したもので、県内
各地から90点の応募がありました。この日は１次審査（書
類審査）を通過した33点が会場に並べられ、料理研究
家の千葉伸子さん（青森市）らが審査を行いました。
　「米粉もち」は、米粉ともち粉を混ぜて作ったもちの中
にあんこが入っており、皮には津軽の四季を表現するた
め、春は緑（抹茶）、夏は紫（紫いも）、秋は黄（かぼちゃ）、
冬は白（米粉ともち粉）の彩りが付けられています。盛さ
んは「食感が良くなるよう米粉ともち粉の配合を工夫しま
した。さっぱりした甘さで、簡単なので皆さんも作ってみ
てください」と話していました。
　また、会場では、米粉かりんとうの試食や県産業技
術センター農産物加工研究所の山崎賀久氏の講演も行
われました。

材料（10人分）
米粉150g、もち粉350g、砂糖400g、あんこ640g
大豆400g、タピオカスターチ20g、塩少々
米油40g、水350～400cc、抹茶パウダー小さじ１
かぼちゃパウダー大さじ１、紫いもパウダー大さじ１
作り方
①大豆を水煮しておく。
②米粉、もち粉、タピオカスターチ、砂糖、水、塩
を入れてかき混ぜ、30～40分蒸す。
③蒸し上がったものをボウルに入れてこねる。その際、
米油を4～5回位に分けて入れる。
④こね上がったものを４個に分けて、抹茶、かぼちゃ、
紫いもパウダーを入れて再度こねる。
⑤こねたものを組み合わせて大豆、あんこを入れて
丸める。

最優秀賞を受賞した盛さんと米粉もち

審査会場には美味しそうな米粉料理がずら
り。訪れた人は写真を撮ったりレシピをメモ
していました。

第
２
回
米
粉
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル

「米粉もち」のレシピ「米粉もち」のレシピ

作ってかんたん!クリスマス親子親子




